
Ｊ
Ｒ
北
海
道
問
題 

一人はみんなのために みんなは一人のために 

 

冒
頭
、
野
々
口
議
長
よ
り
「
3
月
に

国
交
省
の
諮
問
機
関
が
ま
と
め
た
あ
り

方
検
討
会
は
深
夜
バ
ス
労
働
者
の
本
来

的
な
あ
り
方
に
切
り
込
む
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
国
労
の
任
務
は
増
々
重
要
で

あ
り
組
織
拡
大
が
必
要
」
と
挨
拶
。
国

労
本
部
か
ら
は
小
池
業
務
部
長
が
来
ら

れ
「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
問
題
は
憂
慮
す
べ
き

問
題
。
デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
な
ど
で
政
府

も
悪
質
と
み
て
い
る
。
本
部
も
安
全
対 

仙台市 

第
26
回
全
国
自
動
車
協
議
会 

定
期
委
員
会
開
催 

東 京 

・
三
ヶ
日

助

勤

１１

日
間
が
３

～
５
日
に

改
善
さ
れ

た
。 

・
車
両
の

効
率
化
に

よ
り
車
両

故
障
、
路

上
故
障
が 

他
人
事
で
な
い 
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策
委
員
会
を
設
置
。
聞
き
取
り
調

査
を
は
じ
め
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
を

開
催
し
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い

る
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
国
労
敵
視
政

策
を
と
り
北
鉄
労(

Ｊ
Ｒ
総
連)
を

優
遇
し
て
き
た
が
、
今
回
の
事
件

以
降
対
応
は
改
善
さ
れ
て
い
る
。

北
海
道
の
事
故
は
規
制
緩
和
に
よ

る
検
査
周
期
の
延
伸
や
１
１
０
㌔

制
限
を
１
３
０
㌔
で
走
行
な
ど
そ

も
そ
も
問
題
が
あ
っ
た
。
貨
物
問

題
と
同
様
『
分
割
・
民
営
化
』
の

弊
害
で
破
綻
し
て
い
る
」
と
情
勢 

多
く
な
っ
て
代
替
な
い
場
合
、
タ
ク
シ

ー
で
対
応
し
て
い
る
。
休
日
出
勤
は
東

京
、
館
山
で
こ
れ
ま
で
買
い
上
げ
だ
っ
た

の
が
代
休
処
理
に
な
る
場
合
が
あ
り
、
賃

金
抑
制
に
な
っ
て
い
る
。 

東
海
・
乗
務
員
が
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

過
ぎ
て
し
ま
い
３
ｍ
バ
ッ
ク
。
会
社
に
報

告
せ
ず
。
乗
客
が
会
社
に
知
ら
せ
会
社
が

プ
レ
ス
発
表
し
た
。
日
勤
２
日
間
、
１０
日

間
の
出
勤
停
止
処
分
。
他
労
組
だ
が
本
人

に
や
め
る
な
と
激
励
し
た
。
経
協
で
会
社

に
対
し
報
告
で
き
な
い
職
場
環
境
に
あ

る
事
を
考
え
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い
る
。 

西
日
本
・
庸
車
制
度
を
試
験
的
に
昨
年
実

施
。
新
高
速
バ
ス
制
度
移
行
、
関
東
方
面

は
常
に
満
席
状
態
で
続
行
便
対
応
な
ど

要
員
不
足
に
な
っ
て
い
る
。
会
社
は
要
員

を
補
充
せ
ず
庸
車
委
託
を
行
っ
て
い
る

が
今
後
拡
大
す
る
の
で
は
と
危
惧
し
て

い
る
。 

中
国
・
平
成
１６
年
以
降
の
採
用
者
と
こ

れ
ま
で
昇
進
し
な
か
っ
た
社
員
で
基
本

給
１６
万
円
の
人
限
定
で
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

５
０
０
０
円
を
会
社
が
提
示
。
一
方
、
事

故
を
起
こ
し
た
社
員
の
罰
則
強
化
・
ボ
ー

ナ
ス
カ
ッ
ト
の
対
象
拡
大
な
ど
就
業
規

則
の
改
定
も
提
示
さ
れ
、
と
て
も
受
け
入

れ
ら
れ
る
内
容
で
な
い
。
要
員
不
足
も
蔓

延
し
１３
日
連
続
労
働
の
人
も
い
る
。
デ

ジ
タ
コ
の
労
務
管
理
も
厳
し
い
。 
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11
月
12
日(

火)

か
ら
2
日
間
の
日
程
で
第
26
回
全
国
自
動
車
協
議
会
定
期
委

員
会
が
東
京
・
品
川
区
立
総
合
区
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
28
名
の
仲
間

が
参
加
、
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
委
員
会
前
段
に
は
神
奈
川
人
活
問

題
等
こ
れ
ま
で
共
に
闘
っ
て
こ
ら
れ
た
国
労
弁
護
団
の
岡
田 

尚
弁
護
士
よ
り
「
雇

用
形
態
の
い
ろ
い
ろ
と
賃
金
格
差
と
ど
う
闘
う
か
」
と
題
し
た
講
演
が
さ
れ
、
私

た
ち
が
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て
貴
重
な
意
見
を
話
さ
れ
た
。 

 


